
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

     

 

 

 

 

 

令和元年１２月２日 

大村高校   保健室 

今年も残すところ１ヶ月となりました。 

２年生（２～８組）は明日から修学旅行ですね。１組はすでに、アメリカ研修が始ま

っていますね。それぞれ有意義な旅行になりますように。 

３年生は、受験に向けて追い込みの時期ですね。寝る間も惜しいでしょうが、睡眠も

大切です。万全の体調で本番に臨めるよう、健康管理も忘れずに。 

１年生は、期末考査が終わり、ホッとしているところでしょうか。気が緩む時に、敵

（ウイルス）は体に入り込むものです。テスト勉強で無理をした体には栄養と休養をし

っかり取って、ウイルスに負けない体を作りましょう。 

 

 

今でも年間約１５００件の報告・・・・ 

 日本ではHIV感染やAIDS発症が分かった人が、年間約１５００件前後新たに報告されています。

まだまだ「今」の病気です。でも、医療は進歩しています。一方で、偏見や差別はまだあるようで

す。皆さんには、未来のために、HIV・AIDSの「今」を知っておいてほしいと思います。 

この１５００件のうち、長崎県で２０１８年はHIV感染者３名、AIDS発症者２名の発生でした。

１９８５年～２０１８年の長崎県の累計は、HIV感染者５６名、AIDS発症者３８名です。県内で

も毎年数名の人が新たに感染・発症している現状です。（全国の累計は、HIV感染者20,836名、AIDS

発症者 9,313 名。）                  ～厚生労働省エイズ発生動向年報より
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～性の多様性～ 

人は、それぞれ生まれつきの特性があります。目が一重や二重・奥二重、

髪の毛がストレートかくせ毛・天然パーマ、目の色が明るい茶色かこげ茶・

青、足の親指と人さし指どちらが長いか、等々すべてが誰かと同じという人

はいません。それと同じように、性的指向や性自認も生まれついての特性で

す。生育環境や育て方などで決まるものではありません。自分の意志で選べ

るものでもありません。一人一人が正しい理解や認識を持つことが大切です。

そして、互いにそれぞれの特性を尊重することが偏見や差別の解消に向けて

より大切です。 

 

性感染症について、今は関係ないと思うかもしれませんが、皆さんにも関

わってくることです。正しい知識と行動力を身につけることが大切です。 

症状が出ないこともあるので、検査するまで気づ

かないこともあります。女子は10人に1人以上

の割合ですが、あくまで検査した人の割合で、実

際はもっと多くの感染者がいると思われます。 

 

 

L（レズビアン：女性同性愛者） 

G（ゲイ：男性同性愛者） 

B（バイセクシュアル：両性愛者） 

T（トランスジェンダー：心と身体が不一致） 

Q（クエスチョニング：どれに属するか考え中） 



 

 １２月１日は世界エイズデーでした。 

１年生には、１２月４日（火）県央保健所の保健師さんに性感染症に関する 

講話をしていただきます。エイズや性感染症は、遠い国のこと・都会の話し 

ではなく、長崎県でも発生しています。感染しないための予防については 

もちろんですが、ＨＩＶ/エイズについて正しく知ることで偏見や差別を 

なくすことも大切です。 

ネット上では、いろんな情報を得ることができますが、間違った情報に 

振り回されないこと、正しい情報を得る力も必要になります。 

 ＃API-Net（エイズ予防情報ネット） 

 ＃エイズ予防財団     などで検索すると正しい情報を得られます。 

 

 「人権」とは、 

「すべての人が生まれながらに持っている、人間らしく生きていくた

めに必要な、誰からも侵されることのない基本的な権利」です。 

人権には、女性の人権、子どもの人権、高齢者の人権、障害のある人

の人権、同和問題、外国人の人権、HIV感染者・ハンセン病回復者

等の人権、犯罪被害者等の人権、インターネットによる人権侵害、

性的マイノリティの人権、その他様々な課題があります。 


